靈山及び八坂方面の遺跡（宗祖遺跡號） by 千葉, 良導
靈
山
及
び
八
坂
方
面
の
遺
跡
千
葉
艮
導
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範
園
-、b
し
て
は
小
松
殿
を
も
含
め
さ
も
、
他
に
洛
中
の
御
殿
一
般
に
就
て
記
述
さ
る
人
あ
る
故
之
れ
を
除
き
、
今
は
靈
山
寺
、
雲
居
寺
勝
應
彌
陀
院
、
引
攝
寺
、
八
坂
引
導
寺
、
清
水
瀧
山
寺
、
法
佳
寺
、
蓮
華
王
院
な
さ
を
記
述
す
る
事
、こ
せ
り
。
(
齟
)
靈
山
寺
靈
山
寺
は
宗
砠
が
三
七
日
間
別
時
念
佛
を
修
し
給
ひ
し
遘
跡
で
あ
る
。
勅
修
御
傳
第
八
卷
に
ε
こ
ろ
さ
こ
ろ
に
別
時
の
念
佛
を
修
し
、
不
斷
の
稱
名
を
つ
ε
む
る
事
み
な
も
ε
上
人
の
在
世
よ
り
起
れ
り
、
そ
の
中
に
上
人
元
久
二
年
正
月
一
日
よ
り
、
靈
山
寺
に
て
三
七
日
の
別
時
念
佛
を
は
じ
め
給
ふ
に
、
燈
な
ぐ
し
て
光
明
あ
り
、
第
五
夜
に
至
り
て
行
蓮
す
る
に
、
勢
至
菩
薩
お
な
じ
く
列
に
立
ち
て
行
道
し
給
へ
り
、
法
蓮
房
夢
の
如
く
に
之
れ
を
拜
す
、
止
人
に
此
の
由
を
申
す
に
、
さ
る
事
侍
ら
ん
ε
答
へ
給
ふ
。
又
九
卷
傳
及
び
十
六
門
記
に
も
具
略
の
相
違
あ
れ
さ
之
れ
ε
同
樣
の
記
事
あ
り
。
靈
山
寺
は
翼
賛
に
「
是
東
山
清
水
の
北
隣
」
ε
あ
り
て
現
今
東
山
區
溝
閑
守
靈
山
町
に
あ
つ
た
の
で
あ
る
。
即
ち
音
羽
山
の
北
、
高
臺
寺
の
背
後
に
あ
た
り
、
彼
の
嘉
永
安
政
以
後
國
事
殉
難
者
の
數
多
の
墓
碑
の
あ
る
瘍
處
か
ら
、
現
在
正
法
寺
境
内
井
に
其
東
南
眞
宗
興
正
寺
派
の
組
廟
の
あ
る
處
へ
か
け
て
其
邊
一
帶
の
高
地
を
靈
山
,こ
呼
ば
れ
て
居
る
。
吉
田
東
伍
の
地
名
辭
書
に
は
最
高
點
海
扱
二
四
〇
米
突
、
東
山
粟
田
以
南
の
=
咼
峰
な
り
。
靈
山
の
名
は
印
度
の
耆
闍
堀
山
即
ち
靈
鷲
山
に
擬
し
て
名
づ
け
ら
れ
た
の
で
「
鷲
の
尾
」
、こ
も
呼
ば
れ
て
あ
る
、
謠
曲
の
熊
野
に
な
が
ば
は
雲
に
上
み
え
ぬ
鷲
の
尾
山
の
名
を
殘
す
.
ε
云
ひ
、
田
村
に
は
ま
つ
南
に
當
つ
て
塔
婆
の
見
え
て
候
は
い
か
な
る
所
に
て
候
ぞ
、
あ
れ
こ
そ
歌
の
中
山
清
閑
寺
今
熊
ま
で
見
え
て
候
へ
、
ま
た
北
に
あ
た
つ
て
入
相
の
聞
え
候
は
い
か
な
る
御
寺
に
て
候
ぞ
、
あ
れ
は
上
見
ぬ
鷲
尾
の
寺
。
マ)記
せ
る
鷲
尾
の
寺
-こ
あ
る
は
全
く
此
の
靈
山
、こ
云
ふ
の
で
あ
つ
て
、
謠
曲
拾
遺
抄
に
は
八
雲
御
抄
云
鷲
山
者
靈
山
也
、
拾
芥
抄
云
靈
山
釋
迦
在
二清
水
寺
ノ
北
法
觀
寺
.
東
一矣
。
ミ
記
る
さ
れ
て
あ
る
。
地
勢
他
の
山
よ
り
中
腹
が
急
に
高
く
な
つ
て
あ
る
の
で
・
登
攀
や
・
困
難
を
感
す
る
が
、
登
れ
ば
西
南
一
面
う
ち
ひ
ら
け
て
、
眺
望
特
に
勝
れ
て
あ
る
。
能
因
法
師
の
歌
に
も
あ
る
じ
な
し
ε
答
ふ
る
人
も
な
け
れ
,こ
も
宿
の
け
し
き
は
云
ふ
に
ま
さ
れ
る
(
後
拾
逡
集
)
然
か
し
叉
一
面
要
兵
上
、
好
個
の
要
害
地
ピ
も
な
る
の
で
、
足
利
末
期
に
は
城
塞
に
利
用
さ
れ
た
爲
め
、
折
角
の
名
刹
も
兵
火
に
罹
り
荒
廢
し
た
始
宋
で
あ
る
。
ざ
て
靈
山
寺
に
就
て
吉
田
東
伍
の
辭
書
に
は
「正
法
寺
一
名
靈
山
寺
寛
弘
元
年
の
創
建
」
ε
記
し
、
京
都
叢
書
に
は
「
靈
山
寺
今
の
正
法
寺
』
ご
記
る
さ
れ
て
あ
る
の
で
一
見
同
咽
の
よ
う
に
見
ら
れ
る
が
、
正
法
寺
・こ
靈
山
寺
ε
は
別
な
の
で
あ
る
、
靈
山
寺
は
元
慶
八
年
光
孝
天
皇
ノ
叡
願
ニ
ョ
リ
テ
建
立
、
宇
多
天
皇
伽
藍
逶
立
、
建
武
延
元
ノ
間
兵
亂
ノ
爲
荒
廢
、
天
文
中
燒
失
(
京
都
叢
書
)
然
か
し
治
承
二
年
京
洛
名
刹
七
十
四
所
の
中
に
列
畢
さ
れ
て
あ
る
所
か
ら
見
る
ーこ
、
宗
組
の
當
時
は
相
當
立
派
で
あ
つ
た
事
も
推
し
は
か
ら
れ
比
叡
山
の
別
院
で
あ
つ
た
よ
う
で
あ
る
。
翼
賛
に
一…77一
上
古
は
天
台
の
靈
瘍
に
て
一
心
三
觀
の
扉
か
す
か
な
り
し
ご
聞
え
侍
り
し
を
、
中
比
至
徳
年
中
の
事
か
ざ
よ
國
阿
上
人
此
に
住
ま
は
れ
て
時
宗
の
寺
ε
な
る
。
建
武
延
元
の
問
兵
亂
の
た
め
荒
廢
せ
し
後
、
四
十
年
を
經
て
永
和
至
徳
の
問
に
於
て
、
國
阿
上
人
隨
心
が
後
小
松
天
皇
の
歸
依
を
蒙
り
、
靈
山
一
帶
の
地
を
下
賜
せ
ら
れ
四
十
二
塔
十
二
院
を
建
て
正
法
寺
・こ
號
し
た
の
で
あ
る
、
そ
れ
故
誌
曲
拾
遺
抄
に
は
鷲
尾
の
寺
の
解
釋
に
正
法
寺
.こ
を
混
亂
せ
な
い
よ
う
に
見
聞
隨
身
抄
云
元
慶
八
年
甲
辰
建
二
靈
山
寺
囎・矣
今
の
正
法
寺
阿
彌
陀
堂
は
國
阿
の
開
基
也
ε
あ
る
、
兎
に
角
正
法
寺
興
立
後
は
靈
山
寺
の
あ
、こ
は
正
法
寺
の
境
内
に
編
入
さ
れ
て
別
院
こ
な
つ
た
樣
子
で
あ
る
、
義
山
上
人
翼
賛
上
欄
の
註
に
靈
山
寺
は
東
山
靈
鷲
山
正
法
寺
の
別
院
に
て
、
南
の
總
門
の
右
一
町
許
に
あ
り
。
.冫
記
さ
れ
て
あ
る
。
安
永
九
年
版
の
都
名
所
圖
繪
に
「
法
然
上
人
念
佛
堂
」
ε
云
ふ
の
を
圖
記
し
、
記
事
の
欄
に
は
「
山
下
念
佛
堂
は
法
然
上
人
佳
ひ
給
ひ
て
、
別
時
念
佛
を
修
し
給
ふ
舊
跡
な
り
」
、こ
あ
る
が
、
瘍
處
は
翼
賛
の
註
、こ
一
致
す
る
よ
う
に
思
は
れ
る
、
然
か
し
寳
暦
の
頃
に
鬚
破
し
て
あ
つ
を
見
え
て
、
廿
五
携
巡
拜
記
(宗
祗
五
百
五
+
圃
忌
詑
念
出
版
)
に
は
時
代
う
つ
り
て
今
は
早
や
た
い
て
ん
せ
り
、
近
頃
一
老
ち
う
阿
彌
、
再
興
し
て
か
九
の
如
き
小
庵
こ
な
り
ぬ
。
名
所
圖
繪
に
「
法
然
上
人
念
佛
堂
」
-こ
し
て
圖
示
せ
る
は
、
此
の
重
阿
彌
再
興
の
小
庵
ら
し
い
。
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酬
仙
瞠
鬮
鬮
(
正
法
從
阿
彌
丈
阿
彌
正
知
院
嚴
阿
彌
寺
)
琺
阿
彌
門
で
南
↓
酉
ii北
其
後
、
宗
樊
師
六
高
忌
の
記
念
緩
妄
曾
圓
光
大
師
罕
八
所
巡
拜
記
(丈
化
+
三
年
五
月
刊
行
)
に
靈
鷲
山
靈
山
寺
翫
鍛
師
本
奪
阿
彌
陀
佛
、
惠
心
の
作
圓
光
大
師
の
像
、
當
寺
に
て
三
七
日
別
時
念
佛
御
修
行
の
時
の
御
眞
作
な
り
。
御
廟
塔
、
逡
骨
を
納
め
奉
る
ゆ
五
十
九
代
宇
多
天
皇
の
勅
願
所
、
傳
教
大
師
の
開
基
、
天
台
の
別
院
、
其
後
押
小
路
大
外
記
家
の
拜
領
な
さ
れ
一
寺
一
壇
那
に
て
代
々
の
石
塔
あ
妙
、
久
し
く
無
佳
の
事
あ
れ
さ
も
、
佳
持
是
れ
ま
で
淨
土
宗
の
和
爾
な
り
。
._.7g_._.
叉
正
法
寺
も
天
台
の
別
院
な
り
し
が
、
國
阿
上
人
移
住
よ
り
時
宗
ε
改
ま
る
。
元
組
大
師
御
廟
石
塔
の
上
へ
御
眞
像
を
安
置
し
、
本
奠
・こ
崇
め
奉
ら
ん
、こ
今
時
本
堂
建
立
の
催
し
あ
り
、
近
年
京
極
誓
願
寺
寳
幢
和
倚
、
當
寺
佳
職
の
時
庫
裡
客
殿
寛
政
四
年
再
建
あ
り
。
し
て
見
る
ε
此
時
代
に
は
、
さ
さ
や
か
な
が
ら
も
堂
宇
も
あ
り
御
廟
の
石
塔
も
あ
り
且
つ
本
堂
建
立
の
企
て
も
あ
り
し
に
、
其
後
百
餘
年
を
経
て
、
こ
の
念
佛
堂
を
始
め
塔
頭
の
寺
坊
は
頽
破
の
儘
に
放
棄
せ
ら
れ
て
竹
藪
、こ
な
り
、
只
石
垣
や
石
段
の
み
殘
り
て
、
昔
の
寺
坊
の
跡
を
偲
ば
れ
て
あ
つ
た
が
、
大
正
+
年
頃
其
邊
一
帶
の
土
地
は
入
手
に
渡
り
、
大
阪
の
某
商
人
は
住
宅
經
營
を
企
て
た
、
其
節
本
宗
の
某
尼
信
は
せ
め
て
念
佛
堂
ω
跡
だ
け
は
保
存
し
た
い
ε
買
收
に
奔
走
し
た
が
、
一
端
企
業
家
の
手
に
歸
せ
し
後
-こ
て
、
如
何
ε
も
す
る
事
が
出
來
な
か
つ
た
。
然
る
に
佳
宅
經
營
は
申
途
に
し
て
中
止
せ
し
爲
、
今
は
只
土
を
堀
り
返
さ
れ
た
儘
無
慘
な
歌
態
-こ
な
つ
て
あ
る
。
往
時
の
急
勾
配
な
り
し
南
坂
は
土
地
經
營
の
爲
め
土
を
取
り
蓮
ば
れ
て
、
ゆ
る
や
か
な
坂
路
・こ
は
な
つ
た
が
、
兩
側
に
は
思
は
ざ
る
斷
崖
か
出
來
、
念
佛
堂
小
,
庵
の
跡
あ
た
り
一
變
し
、
現
今
は
舊
態
全
く
推
定
も
出
來
ぬ
欺
態
・こ
な
つ
て
あ
る
。
そ
し
て
南
坂
の
下
に
は
東
山
温
泉
-こ
名
付
く
る
一
料
理
亭
か
出
來
、
叉
そ
の
南
方
や
や
高
き
所
に
、
興
正
派
の
祗
廟
が
建
設
さ
れ
て
あ
る
が
.
廟
所
の
鐘
樓
横
手
に
「
法
然
上
人
靈
山
舊
跡
」
の
碑
が
立
て
ら
れ
て
あ
る
.
然
か
し
此
處
は
翼
賛
や
名
所
圖
繪
等
の
記
載
の
瘍
處
・こ
は
全
く
反
對
の
方
面
で
あ
る
。
瘍
處
は
違
つ
て
居
て
も
、
靈
山
に
「
淨
土
宗
祺
法
然
上
入
の
遐
跡
か
あ
つ
た
か
」
-こ
世
人
に
注
意
を
與
へ
て
呉
れ
る
丈
で
も
、
せ
め
て
結
構
な
事
・こ
思
ふ
。
惟
ふ
に
靈
山
寺
の
舊
址
は
、
宗
租
滅
後
六
百
五
十
年
頃
ま
で
は
坊
舍
も
殘
存
し
て
あ
つ
た
か
ε
推
察
出
來
る
が
、
今
は
全
く
煙
滅
し
て
あ
ε
か
た
も
無
く
な
つ
た
の
は
實
に
逶
憾
の
至
で
あ
る
。
因
み
に
正
法
寺
租
師
堂
(
本
堂
)内
陣
の
兩
側
に
は
澤
山
の
佛
像
列
祀
さ
れ
て
あ
る
。
聞
け
ば
塔
頭
廢
寺
の
本
奪
佛
で
あ
つ
た
マ」
云
ふ
、
多
分
念
佛
堂
の
本
奪
も
其
中
に
居
ら
れ
る
事
、こ
思
は
れ
る
が
、
今
は
そ
れ
を
知
る
人
も
な
い
。
此
寺
開
基
國
阿
上
人
の
廟
所
は
堂
の
裏
に
あ
つ
て
青
石
の
板
碑
に
三
璽
の
梵
字
を
刻
ん
で
あ
る
が
な
か
く
立
派
な
も
の
で
あ
る
。
此
寺
世
代
の
住
持
皆
一
々
國
阿
ε
稱
し
た
ε
見
え
て
、
こ
一80鰾
世
國
阿
三
世
國
阿
乃
至
廿
九
世
國
阿
な
,ご
、
代
力
開
組
の
阿
號
を
踏
襲
し
て
居
る
の
は
他
に
見
受
け
な
い
例
で
あ
る
。
(
二
)
雲
居
寺
の
勝
應
彌
陀
院
及
び
引
攝
寺
雲
居
寺
の
勝
應
彌
陀
院
は
、
宗
租
が
吉
水
の
庵
室
よ
り
百
日
間
、
參
詣
遊
ば
さ
れ
し
遺
跡
、
引
攝
寺
は
藤
原
宗
貞
の
建
立
、
宗
租
の
開
眼
慶
讃
を
願
ひ
し
寺
で
あ
る
。
勅
修
御
嬉
第
十
三
卷
左
衛
門
志
藤
原
宗
貞
、
な
ら
び
に
妻
室
惟
宗
の
氏
女
・
夫
婦
心
を
一
に
し
て
堂
舍
建
立
の
發
願
を
な
し
・
雲
居
寺
の
北
東
餌
懸
鷹
其
地
を
占
め
、
建
仁
元
年
四
月
十
九
日
に
上
棟
し
、
同
二
年
春
の
比
其
功
既
に
終
り
け
り
。
本
奪
は
阿
彌
陀
の
像
.
脇
士
は
觀
音
地
藏
を
安
置
し
た
て
ま
つ
る
。
同
年
秋
の
頃
、
上
入
吉
水
の
御
房
よ
り
、
雲
居
寺
の
勝
應
彌
陀
院
へ
百
日
參
詣
し
給
ひ
し
時
、
願
圭
宗
貞
門
前
に
蹲
居
し
て
、
堂
舍
建
立
の
旨
趣
を
の
べ
、
御
供
養
あ
る
べ
き
由
を
望
み
申
し
け
れ
ば
、
上
人
堂
内
に
入
り
給
ひ
て
、
佛
像
安
置
の
體
を
御
覽
せ
ら
れ
、
こ
の
堂
は
源
室
が
供
養
す
べ
き
堂
に
あ
ら
す
ーこ
て
出
ら
れ
け
り
。
中
略
。
い
そ
ぎ
叉
勢
至
菩
薩
を
造
立
し
本
の
地
藏
を
ば
異
所
に
渡
し
奉
り
、
其
跡
に
勢
至
菩
薩
を
居
π
て
ま
つ
り
て
後
、
上
人
ま
た
雲
居
寺
御
參
詣
の
時
、
建
仁
二
年
八
月
晦
日
、
か
さ
ね
て
案
内
を
申
す
處
に
、
相
違
な
く
供
養
を
ε
ぴ
ら
れ
に
け
り
、
別
の
御
啓
臼
な
し
、
た
・
念
佛
千
遍
を
唱
へ
た
ま
ひ
、
や
が
て
不
斷
念
佛
を
始
行
せ
ら
れ
寺
號
を
引
攝
寺
ε
つ
け
ら
る
、
こ
の
堂
い
ま
に
あ
り
、
勢
至
菩
薩
の
う
し
ろ
に
す
へ
た
て
ま
つ
る
地
藏
こ
れ
な
り
。
一
、
雲
居
寺
の
跡
は
、
翼
賛
に
【花
園
の
向
ひ
紙
園
の
南
ご
云
へ
り
L
・こ
あ
り
、
京
都
坊
目
誌
に
「
下
河
原
町
東
山
麓
、
傳
て
高
臺
寺
方
丈
及
そ
の
東
西
に
亘
る
所
を
云
ふ
」
ε
あ
る
、
即
ち
今
の
東
山
區
下
河
原
町
の
高
臺
寺
境
内
塔
頭
一
圓
の
瘍
處
-こ
思
は
れ
る
、
雲
居
寺
の
創
立
は
今
よ
り
一
千
九
十
五
年
前
、
昭
和
四
年
二
月
菅
野
眞
道
が
桓
武
天
皇
の
御
冥
幅
を
濤
ら
ん
爲
に
建
立
し
た
の
で
あ
つ
て
、
一
名
八
坂
の
東
院
、こ
呼
ば
れ
て
あ
つ
た
。
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續
日
本
後
記
云
、
承
和
四
年
菅
都
永
岑
言
、
亡
父
參
議
從
三
位
眞
道
朝
臣
、
奉
爲
桓
武
天
皇
所
建
蓮
瘍
一
區
、
在
山
城
國
愛
宕
郡
八
坂
郷
雖
其
疆
界
接
八
坂
寺
、
而
其
形
勢
獪
宜
別
院
、
由
是
道
俗
號
日
八
坂
東
院
、
伏
望
限
以
四
至
別
爲
一
院
。
二
、
勝
應
彌
陀
院
の
址
雲
居
寺
建
立
後
、
約
二
百
年
を
經
て
天
治
元
年
、
瞻
西
上
人
が
雲
居
寺
内
に
一
宇
を
建
立
し
、
非
常
に
大
き
い
阿
彌
陀
佛
の
御
像
を
安
置
し
慶
讃
さ
れ
た
、
之
れ
が
所
謂
雲
居
寺
の
勝
應
彌
陀
院
で
あ
る
。
此
堂
宇
の
建
立
年
時
に
就
て
、
義
山
上
人
が
翼
賛
+
三
卷
に
、
帝
王
編
年
記
を
引
い
て
永
治
元
年
七
月
云
々
ε
記
し
、
翼
賛
五
十
二
卷
寺
院
部
の
中
に
は
百
錬
抄
を
引
い
て
天
治
元
年
七
月
云
々
ε
あ
り
て
、
其
間
十
七
年
の
相
違
が
あ
る
、
何
れ
か
正
鴻
を
得
て
居
る
か
詳
か
で
な
い
、
佛
教
大
年
表
に
は
百
錬
抄
に
依
て
天
治
元
年
の
項
に
記
述
し
て
あ
る
の
で
、
兎
に
角
こ
の
読
に
ょ
る
こ
、こ
に
す
る
Q
轟
抄
云
天
治
元
年
七
月
+
九
日
瞻
西
夫
於
罍
窟
寺
、
供
墓
色
八
丈
阿
彌
陀
如
來
讐
賤
結
鑾
驫
通
書
轟
韈
此
の
本
箪
は
E
像
を
以
て
有
名
で
あ
つ
た
、こ
見
え
、
昔
は
此
像
を
北
京
の
大
佛
-こ
云
ふ
て
人
々
參
籬
し
奇
瑞
あ
ら
た
な
る
こ
ε
多
か
り
き
。
ε
翼
賛
に
も
あ
り
、
叉
京
都
坊
目
誌
に
は
「
奈
良
の
大
佛
、
雲
居
寺
牛
佛
、
東
輻
寺
の
四
牛
佛
ε
云
ふ
、
以
て
亘
大
の
佛
像
た
る
こ
ε
を
知
る
べ
し
」
ε
あ
る
、
彼
の
選
擇
傳
弘
决
疑
鈔
、
徳
大
寺
の
唯
蓮
房
か
七
日
間
、
雲
居
寺
に
參
籠
し
攝
取
の
義
を
所
請
し
て
、
靈
告
を
受
け
た
ε
記
る
さ
れ
て
あ
る
の
は
、
此
本
奪
で
あ
つ
た
こ
-丶ζ
思
は
れ
る
。
さ
て
此
堂
は
雲
居
寺
の
何
邊
に
あ
つ
た
か
ぐ」云
ふ
ざ
以
呂
波
字
類
抄
云
、
瞻
西
上
人
雲
居
寺
西
建
立
一
堂
、
安
置
八
丈
阿
彌
陀
際
、
堂
號
勝
應
彌
陀
堂
、
今
附
本
堂
稱
雲
居
寺
。
即
ち
雲
居
寺
の
西
ε
記
る
さ
れ
て
あ
る
が
翼
讃
に
は
勝
應
院
は
即
此
寺
の
本
堂
の
號
ε
聞
え
た
り
、
今
の
高
臺
寺
の
塔
頭
、
春
光
院
-こ
號
す
る
は
即
そ
の
逡
跡
な
り
。
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然
か
し
京
都
坊
目
誌
に
は
「
今
高
臺
寺
春
光
院
の
前
の
池
の
あ
る
所
」
、こ
云
ふ
、
實
地
へ
行
て
見
る
く」
坊
目
誌
の
指
す
所
は
道
路
の
東
側
で
あ
り
、
春
光
院
は
道
路
の
西
側
で
あ
る
、
つ
ま
り
大
し
た
相
違
あ
る
譯
で
も
な
く
、
春
光
院
の
門
前
か
ら
同
寺
境
内
へ
亘
つ
て
勝
應
彌
陀
院
の
遺
址
で
あ
つ
た
の
で
あ
ら
う
。
扨
こ
の
勝
應
彌
陀
院
は
創
建
後
、
約
三
百
年
を
經
て
永
亨
八
年
十
一
月
火
災
に
罹
り
、
足
利
義
教
之
れ
を
再
興
し
た
が
、
其
後
間
も
な
く
應
仁
文
明
の
兵
燹
に
遇
ひ
て
燒
失
し
、
爾
來
再
興
せ
す
邃
に
滅
亡
す
る
事
に
な
つ
た
の
で
あ
る
。
三
、
引
攝
寺
の
あ
と
京
都
坊
目
誌
に
は
「
下
河
原
町
高
臺
寺
總
門
の
東
邊
に
當
る
」
ご
記
し
τ
あ
る
が
雲
居
寺
に
建
設
さ
れ
て
か
ら
斯
く
記
し
て
あ
る
丈
の
事
で
此
寺
に
關
し
て
は
文
献
乏
し
く
、
坊
目
誌
に
建
仁
元
年
藤
原
宗
貞
の
建
立
、
翌
年
八
月
僣
源
塞
之
れ
を
慶
す
。
S
記
せ
る
も
、
勅
修
御
傳
に
基
い
て
記
逋
し
た
ら
し
く
他
に
全
く
材
料
が
無
い
・こ
見
え
る
。
創
建
後
約
百
年
の
後
、
勅
修
御
傳
に
「
此
堂
い
,
ま
に
あ
り
」
-こ
記
る
さ
れ
て
あ
る
か
ら
舜
昌
法
印
の
時
代
に
は
現
存
し
て
居
た
事
は
確
か
で
あ
る
が
、
其
後
の
興
廢
詳
で
な
い
、
多
分
應
仁
文
明
の
兵
火
に
雲
居
寺
の
諸
堂
-こ
共
に
燒
失
さ
れ
た
の
で
あ
ら
う
。
翼
賛
に
は
雲
居
寺
-こ
同
時
に
亡
び
け
る
に
や
、
舊
跡
さ
へ
今
は
知
る
人
な
し
。
此
の
引
攝
寺
の
本
奪
阿
彌
陀
佛
の
御
像
は
近
年
ま
で
了
蓮
寺
に
傳
は
り
保
存
さ
れ
、
現
今
で
は
百
萬
遍
境
内
の
別
時
念
佛
修
遘
院
の
本
愈
ざ
な
り
居
ら
る
・
ざ
聞
く
、
又
勅
修
御
傳
に
勢
至
菩
薩
の
後
に
立
九
せ
ら
れ
た
地
藏
奪
-こ
云
ふ
の
は
、
覗
今
青
龍
寺
に
保
存
さ
れ
て
あ
る
蠶
嫁
が
そ
れ
で
あ
る
ーこ
云
は
れ
て
居
る
。
(
三
)
八
坂
引
導
寺
引
導
寺
は
六
時
禮
讃
始
行
の
蓮
瘍
な
り
。
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勅
修
御
傳
第
十
卷
法
皇
崩
御
の
後
、
か
の
御
菩
提
の
御
た
め
に
、
建
久
三
年
秋
の
頃
、
大
和
前
司
饕
入
轟
伽
八
坂
の
3ー
導
寺
に
し
て
、
心
阿
彌
陀
靄
聲
し
、
住
蓮
安
樂
、
見
佛
等
の
た
ぐ
ひ
助
昔
し
て
、
六
時
禮
讃
を
修
し
、
七
日
念
佛
す
。
中
略
。
こ
れ
六
時
薩
讃
苦
行
の
は
じ
め
な
り
。
引
導
寺
の
跡
に
就
て
は
、
京
都
坊
目
誌
に
は
桝
屋
町
の
地
な
り
今
詳
か
な
ら
す
、
或
は
今
の
南
町
南
側
青
龍
寺
の
地
な
り
ε
云
ふ
、
青
龍
寺
の
地
は
元
和
以
前
は
法
觀
寺
の
界
内
な
り
ε
記
さ
れ
、
翼
賛
五
十
卷
に
は
八
坂
の
塔
の
北
、
高
臺
寺
の
南
、
靈
山
の
逋
路
に
清
龍
寺
ご
號
せ
る
觀
昔
の
精
舎
あ
り
、
相
傳
ふ
即
是
昔
の
引
導
寺
に
し
て
、
大
和
の
入
道
見
佛
の
所
佳
、
六
時
禮
讃
始
行
の
道
瘍
な
り
き
ミ
ぞ
。
寺
の
沿
革
に
就
て
は
坊
目
誌
に
青
龍
寺
儔
に
云
く
桓
武
天
皇
延
暦
七
年
、
唐
徳
宗
皇
帝
よ
り
靈
木
を
献
す
、
最
澄
に
勅
し
て
彼
材
を
以
て
觀
音
の
像
を
彫
刻
し
宮
中
に
安
置
す
、
翌
年
小
鹽
山
の
邊
に
伽
藍
を
建
立
し
て
本
象
こ
し
大
寶
寺
、こ
號
す
、
十
三
年
遷
都
に
際
し
寺
を
京
都
に
移
す
、
長
徳
年
中
火
災
に
罹
り
し
が
像
は
無
事
な
り
、
建
久
三
年
僭
源
空
の
門
弟
、
大
和
前
司
親
盛
之
れ
を
再
興
し
改
め
て
引
導
寺
,こ
號
す
、
其
後
沿
革
詳
か
な
ら
す
、
寛
永
年
中
知
恩
院
住
職
引
導
寺
の
故
地
を
探
討
し
、
本
堂
を
建
立
し
て
、
不
斷
念
佛
を
創
し
古
像
を
得
て
之
れ
を
本
象
ε
す
、
現
在
境
内
面
積
百
五
+
七
怦
一
合
八
勺
を
有
す
、
本
奠
聖
觀
音
立
像
五
尺
、
脇
士
毘
沙
門
天
立
像
三
尺
、
同
地
藏
象
立
像
二
尺
五
寸
。
叉
翼
賛
に
は
應
仁
の
兵
火
に
此
邊
の
堂
宇
悉
く
燒
亡
し
て
北
斗
堂
、
七
院
、
雲
居
寺
以
下
の
諸
寺
-こ
同
時
に
炎
上
し
ぬ
、
其
後
形
ば
か
り
の
草
堂
一
宇
み
そ
き
を
構
て
、
本
象
を
安
置
せ
り
、
此
奪
像
は
伽
羅
を
も
て
御
衣
木
-こ
し
け
れ
ば
、
今
名
づ
け
て
伽
羅
の
觀
一音
ε
申
し
あ
へ
り
、
さ
い
つ
こ
ろ
知
恩
院
の
塔
頭
源
光
院
の
一
世
某
、
六
時
禮
讃
始
行
の
古
跡
た
る
を
床
敷
お
も
ひ
て
分
に
隨
へ
る
興
隆
の
志
を
勵
し
き
・こ
ぞ
。
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寺
傳
に
よ
る
ε
、
寛
永
年
中
知
恩
院
三
十
二
世
雄
譽
靈
巖
上
人
が
此
寺
の
宗
祀
在
世
の
砌
り
、
六
時
禮
讃
不
斷
念
佛
の
道
瘍
た
り
し
故
、
之
れ
を
復
興
し
且
つ
閑
居
稱
名
の
往
生
地
ε
も
せ
ん
ε
の
企
て
あ
り
し
が
寛
永
十
八
年
知
恩
院
落
慶
の
御
禮
の
爲
、
,江
戸
下
向
の
ま
・
彼
地
に
示
寂
さ
れ
し
故
、
門
下
の
弟
子
か
其
遯
志
を
繼
い
で
復
興
し
た
の
で
あ
つ
て
、
青
龍
寺
の
號
は
靈
巖
上
人
の
改
稱
で
あ
る
・こ
云
は
れ
て
居
る
爾
此
寺
に
は
こ
個
の
殞
石
を
藏
し
て
居
る
、
大
い
方
は
縱
四
尺
横
三
尺
厚
さ
噌
尺
五
寸
餘
、
之
れ
を
打
て
は
大
小
二
つ
共
、
恰
も
金
屬
を
打
ち
し
如
き
昔
響
あ
り
、
往
昔
禮
讃
念
佛
修
行
の
時
、
鉦
の
代
り
に
之
を
用
ひ
ら
れ
た
り
ε
云
ふ
、
古
來
念
佛
石
ε
呼
ば
れ
て
居
る
。
(四
)
法
住
寺
御
所
及
び
蓮
華
王
院
法
住
寺
の
御
所
は
、
後
白
河
法
皇
の
勅
請
に
よ
り
て
一
乘
圓
戒
を
法
皇
に
授
け
奉
ら
れ
、
且
つ
叉
往
生
要
集
を
披
講
さ
れ
た
所
、
蓮
華
王
院
は
後
自
河
法
皇
十
三
年
御
菩
提
の
爲
、
淨
土
三
經
書
寫
の
「
如
法
經
」
を
修
せ
ハb
れ
し
所
。
勅
修
御
傳
第
十
卷
後
自
河
法
皇
.
勅
請
あ
り
け
れ
ば
、
上
人
法
住
寺
の
御
所
に
參
し
給
ひ
て
一
乘
圓
戒
を
授
け
申
さ
れ
け
り
、
山
門
園
城
の
碩
徳
を
召
さ
れ
て
、
番
々
に
往
生
要
集
を
講
し
、
各
々
所
存
の
義
を
の
べ
さ
せ
ら
れ
け
る
に
、
上
人
仰
せ
に
從
ひ
て
、
披
講
し
給
ひ
け
る
に
、
往
生
極
樂
の
教
行
は
、
濁
世
末
代
の
目
足
な
り
、
道
俗
貴
賤
た
れ
か
歸
せ
ざ
ら
ん
も
の
ーこ
、
よ
み
あ
け
給
よ
り
、
は
じ
め
て
き
こ
し
め
さ
る
る
や
う
に
御
肝
に
染
み
て
、
た
う
・こ
く
御
愁
涙
は
な
は
だ
し
か
り
け
り
、
御
信
仰
の
あ
ま
り
、
右
京
權
大
夫
隆
信
朝
臣
に
仰
せ
て
、
上
人
の
眞
影
を
圖
し
て
、
蓮
華
王
院
の
寳
藏
に
お
さ
め
ら
る
、
先
代
に
も
其
例
ま
れ
な
る
事
-こ
ぞ
申
あ
へ
り
け
る
。
叉
同
卷
に
云
く
後
臼
河
法
皇
の
十
三
年
の
御
遠
忌
に
あ
た
り
て
、
土
御
門
院
元
久
元
年
三
月
に
、
御
佛
事
を
修
せ
ら
れ
け
ゐ
に
.
上
人
蓮
華
王
院
に
し
て
淨
土
の
三
部
經
を
書
寫
せ
ら
れ
、
能
聲
を
え
ら
び
て
、
六
時
禮
讃
を
勤
行
し
て
、
ね
ん
ご
ろ
に
御
菩
提
を
ぞ
ε
ふ
ら
ひ
申
さ
れ
け
る
。
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法
住
寺
の
址
に
就
て
は
吉
田
東
伍
が
蓮
華
王
院
の
東
南
一
町
許
り
に
名
水
あ
り
桐
井
-こ
號
す
即
爲
光
の
第
址
に
て
多
く
の
桐
を
植
た
り
今
耕
地
,こ
爲
る
。
.
ぐ
)云
ふ
て
居
る
、
後
に
は
111-?-
11i間
堂
も
法
住
寺
内
の
一
院
で
あ
つ
て
、
其
れ
よ
り
東
方
一
帶
の
地
が
其
領
域
内
・こ
な
つ
て
た
の
で
あ
る
。
此
寺
の
創
立
は
、
一
條
天
皇
の
朝
に
大
政
大
臣
藤
ノ
爲
光
が
其
女
祗
子
、
(花
山
天
皇
の
女
御
)
の
爲
に
建
立
せ
し
も
の
で
あ
る
(
榮
花
物
語
)其
後
、
後
白
河
法
皇
此
地
を
收
め
、
擴
大
し
τ
離
宮
ε
せ
ら
れ
、
西
に
蓮
華
王
院
を
建
て
、
南
殿
最
勝
光
院
等
の
諸
殿
建
造
さ
れ
、
宮
域
は
西
は
大
和
大
路
、
北
は
七
條
、
南
は
八
條
、
東
は
溪
谷
を
籠
め
た
り
ε
あ
り
て
、
今
の
瓦
坂
邊
の
地
も
、
其
の
林
泉
内
で
、
今
の
養
源
院
即
血
天
井
ε
呼
ば
る
・
寺
や
、
後
白
河
天
皇
の
法
住
寺
陵
も
皆
舊
法
佳
寺
御
所
の
境
内
で
あ
つ
た
の
で
あ
る
。
次
に
蓮
華
王
院
は
、
世
俗
の
所
謂
三
十
三
間
堂
で
あ
つ
て
、
昔
法
佳
寺
殿
の
一
院
で
あ
つ
た
、
長
寛
二
年
後
官
河
法
皇
の
創
建
で
あ
る
、
夲
安
逋
誌
に
三
十
三
間
堂
は
、
體
式
牽
直
な
れ
さ
亦
一
種
の
建
築
な
り
、
南
北
榮
に
し
て
東
面
す
、
今
尺
桁
行
六
十
五
間
二
尺
五
寸
、
梁
間
九
問
一
尺
八
寸
、
柱
百
五
十
八
本
、
丹
を
以
て
之
れ
に
塗
り
、
堂
内
に
は
繪
彩
を
施
し
た
り
、
今
剥
落
し
て
分
明
な
ら
す
。
都
名
所
圖
繪
に
は
堂
前
蓮
池
の
絆
に
、
法
然
塔
ε
名
付
ら
れ
た
る
石
造
の
塔
が
あ
る
、
文
化
年
中
に
出
來
た
、
圓
光
大
師
四
十
八
所
巡
拜
記
に
も
此
事
を
記
る
し
て
法
然
塔
、
堂
の
前
の
西
側
に
あ
り
、
六
字
寳
號
の
石
碑
な
り
、
大
師
の
眞
筆
な
り
ε
傅
ふ
。
今
も
現
存
し
て
あ
る
が
、
名
號
以
外
の
細
字
は
磨
滅
し
て
明
了
で
な
い
が
石
は
隨
分
古
い
よ
う
に
思
は
れ
る
、
多
分
宗
租
逡
跡
の
記
念
、こ
し
て
建
て
ら
れ
た
も
の
ざ
思
ふ
。
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(五
)
清
水
瀧
山
嵜
瀧
山
寺
は
宗
租
諡
戒
念
佛
勸
進
し
給
ひ
し
逡
跡
に
て
我
國
最
初
の
不
斷
念
佛
道
瘍
、こ
呼
ば
れ
て
居
る
。
勅
修
御
傳
第
十
三
卷
上
人
清
水
寺
に
し
て
読
戒
の
つ
い
で
に
、
罪
悪
の
凡
夫
な
れ
さ
も
本
願
を
頼
み
て
念
佛
す
れ
ば
、
往
生
疑
ひ
な
き
む
ね
、
懇
ろ
に
勸
め
給
ひ
け
れ
ば
、
寺
家
の
大
勸
沙
彌
印
藏
ふ
か
く
本
願
を
信
じ
、
念
佛
に
歸
す
、
是
れ
に
ょ
り
て
文
治
四
年
五
月
十
五
日
瀧
山
寺
を
道
瘍
ε
し
て
、
不
斷
常
行
念
佛
三
昧
を
は
じ
め
し
に
、
能
信
-こ
云
へ
る
僧
、
香
爐
を
取
り
て
、
開
臼
發
願
し
て
行
道
す
る
に
、
願
主
印
藏
寺
僣
等
な
ら
び
に
比
丘
比
丘
尼
そ
の
數
を
知
ら
す
結
縁
し
け
り
、
そ
の
行
今
に
退
轉
な
し
、
阿
彌
陀
堂
の
常
行
念
佛
-こ
號
す
る
是
な
り
。
東
鑑
に
よ
る
ミ
清
水
寺
は
建
保
の
頃
は
奈
良
東
大
寺
の
末
寺
で
あ
つ
た
よ
う
で
あ
る
。
現
今
は
法
相
宗
興
輻
寺
の
所
轄
で
あ
る
。
本
堂
の
西
に
は
田
村
堂
、
朝
倉
堂
、
法
華
堂
、
三
重
寳
塔
あ
り
、
東
に
は
崖
に
よ
り
て
千
手
堂
、
阿
彌
陀
堂
、
釋
迦
堂
相
並
ぶ
、
そ
の
中
央
の
阿
彌
陀
堂
か
所
謂
瀧
山
寺
な
の
で
あ
る
。
吉
田
東
伍
の
地
名
辭
書
に
も
寺
内
の
阿
彌
陀
堂
、
瀧
山
寺
ご
稱
す
本
宇
の
東
な
り
。
翼
賛
十
三
卷
及
び
五
十
一
卷
に
瀧
山
寺
ご
は
音
勿
の
瀧
に
近
き
を
以
て
名
-こ
せ
り
、
今
奥
の
千
手
に
軒
を
並
べ
て
坐
像
の
彌
陀
、
立
像
の
脇
士
觀
音
勢
至
を
安
す
る
堂
あ
り
即
ち
瀧
山
寺
こ
れ
な
り
。
此
寺
の
不
斷
常
行
念
佛
は
文
治
四
年
以
後
百
餘
年
を
經
て
舜
昌
法
印
の
時
も
爾
繼
續
さ
れ
て
居
た
事
が
「
其
行
今
に
退
轉
な
し
阿
彌
陀
堂
の
常
行
念
佛
,こ
號
す
る
是
な
り
」
の
記
事
に
よ
つ
て
も
わ
か
る
事
で
あ
り
、
下
つ
て
永
正
年
間
に
、
後
柏
原
天
皇
の
宸
翰
「
日
本
最
初
常
行
念
佛
道
瘍
」
の
勅
額
の
御
下
賜
が
あ
つ
た
位
で
あ
る
か
ら
、此
時
代
に
も
爾
行
は
れ
て
居
つ
た
事
,こ
察
し
得
ら
れ
る
。
然
か
し
義
山
上
人
の
頃
に
は
此
念
佛
今
は
繕
え
た
り
、
さ
れ
さ
念
佛
の
ひ
ち
り
此
堂
を
守
て
臨
時
の
勤
行
稱
名
を
事
ε
す
。
文
化
年
中
に
出
來
た
宗
詛
靈
跡
四
十
八
處
巡
拜
記
に
よ
る
・こ
、
徳
川
中
期
以
後
よ
り
此
堂
に
於
て
萬
日
回
向
・こ
云
ふ
の
が
興
行
さ
れ
、
其
の
初
日
の
勤
行
に
は
往
昔
宗
租
不
斷
念
佛
開
始
の
因
縁
を
以
て
、
知
恩
院
の
大
僭
正
か
開
臼
せ
ら
る
・
事
が
常
例
で
あ
つ
た
ε
記
る
さ
れ
て
る
今
は
其
れ
も
繦
え
「
日
本
最
初
念
佛
道
瘍
」
の
聯
板
室
し
く
堂
内
念
佛
の
聲
を
聞
く
こ
、こ
稀
れ
で
、
ロ
バ
ニ
十
五
靈
塲
た
る
の
所
以
を
も
つ
て
參
詣
者
に
對
し
て
納
經
印
を
捺
し
て
居
る
丈
で
あ
る
。
終
に
有
志
者
が
此
道
瘍
を
し
て
、
念
佛
の
聲
す
る
所
た
ら
し
め
ん
こ
Σ
を
念
願
す
る
。
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